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例年どおりテープカットから

わたしたちのまち

麻溝はいま…

◇人口18，422人（3人増）

男　9216人（9人増）

女　9206人（6人減）

◇世帯数7，308世帯（6増）

令和2年11月1日現在（前月tD

今で篭ることを量感良に活か

1詳阜い様子はホームページへ

慧j蹟碧に負博啓∵　張り軒，紀

令和2年度群溝地区文個展‥－中高

」i　魔王や㍉亘磯頼巌

1
0
月
3
1
日
（
土
〉
日
月

1
日
（
日
）
麻
溝
地
区
文

化
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
（

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
の
た
め
、
入
館
時
の
靴
底
・

手
指
の
消
毒
と
検
温
、
来
場
者
カ
ー
ド

の
記
入
、
更
に
は
少
人
数
の
運
営
な
ど

来
場
者
や
実
行
委
員
の
安
全
・
安
心
を

最
優
先
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
困
難
の
中
で
地
域

の
皆
さ
ん
が
灯
し
た
文
化
の
灯
は
、
こ

れ
か
ら
の
公
民
館
の
更
な
る
躍
進
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

ま
た
、
実
行
委
員
や
職
員
の
コ
ロ
ナ
防

止
に
係
る
様
々
な
挑
戦
は
、
多
く
の
人

の
心
に
残
り
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

麻
績
公
風
食

7
0
年
の
歩
み

脳
・
相
月
封
8
辛
抱
β
鼻
均
の
公
入
館

と
し
て
温
正
さ
れ
、
鳥
債
小
学
楓

尊
堂
で
公
凰
館
洋
動
向
裁

・
i
尾
噸
え
地
久
わ
代
償
最
に
就
任

二
千
品
立
言
レ
ク
リ
エ
！
ン
ヨ
ン
大
患

内
債
喜
と
し
エ

甜
・
鳥
珠
桜
i
つ
り
何
催

事
・
公
霊

朗
・
公
書
芸
Å

拳
ま
で
厳
粛
坤
ユ
冬
菰

人
坤
‥
青
キ
坤
の
5
曙
制

・
ま
長
鳥
奉
公
伺
厳

罰
i
ふ
坤
を
輯
卑
青
キ
坤
を
尾
上

甜
・
婁
ふ
坤
を
尾
上
、
畿
手
坤
・
ヰ
青

坤
・
主
音
坤
・
坤
人
坤
の
4
坤
利

別
・
貴
少
キ
坤
・
点
鼠
坤
を
萄
温
し

‘
坤
封

・
公
凰
傭
瀧
・
公
入
館
だ
よ
り
蜃
判

別
・
患
公
凰
館
連
絡
鶴
武
舎
か
ら
蝶
も

公
入
超
と
し
て
星
影
さ
れ
る

・
烏
躇
公
凰
傭
剰
A
Z
占
用
キ

別
・
罫
－
句
よ
坤
村
航
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
金
河
佐

朗
・
裁
量
坤
を
尾
上
し
ま
代
や
棉
強

調
・
鵜
館
長
払
食
気
亀
岡
催

こ
干
上
甲
絶
之
員
代
患
由
墟

・
逢
吉
富
三

部
・
呼
人
豊
上

・
暴
－
句
公
凰
館
利
用
書
経
浪
合

何
様

・
暴
－
句
馬
齢
寺
号
鼠
何
種

即
・
鳥
確
桜
i
つ
り
向
鍾

（
公
九
億
・
色
洋
食
漣
冬
仝
・

鳥
丸
鶴
仝
）
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秋の事業報告

科学の不思議に出会い真剣な眼差し

鮎川講師の指導を受けて

′すう州側仰欣微膨／㈱卿柳膨棚州側

才は、らも捌）管絃と刻こ
暴Jj代録長　軸声あま

70年の歴史を刻んできた麻溝公民館は、地域に根ざした活動と地

域住民による事業運営で多くの人に親しまれてきました。この節目
に公民館をお支えいただいた方々の熱い思いや集う老若男女の生き

生きとした姿にふれ、さらに公民館に関心を持っていただきたいと考え記念

事業を計画しました。新型コロナウイルス対応でその多くを中止しましたが、
3か月半に及ぶ休館後「公民館が自分にとって大事な所であることが分かっ

た」「部員総出で残りの事業を実施したい」などの声が寄せられ、公民館が

地域の身近な学びの場として引き継がれていくことを実感しているところで
す。今後も地域の皆様と共に歩む公民館をよろしくお願いいたします。

待
っ
て
い
た
学
び
の
場
が
再
開

9
月
1
3
日
（
日
）
科
学
工
作
教
室
が
行

わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
習
の
機
会

を
絶
や
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
の

な
か
、
9
月
か
ら
の
事
業
再
開
で
最

初
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
講
師
に

青
少
年
部
員
の
原
眞
樹
子
さ
ん
を
迎

え
、
小
学
生
2
1
名
が
偏
光
板
を
使
っ

た
簡
易
な
万
華
鏡
を
作
り
、
光
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
受
付
で
検
温
や
密
を
避
け
る

た
め
2
回
に
分
け
る
な
ど
、
青
少
年

部
や
職
員
が
様
々
な
コ
ロ
ナ
対
策
を

図
り
ま
し
た
。

1
1
月
6
日
（
金
）
か
ら
全
5
回
に
わ
た

り
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
図
り
な
が
ら
初

心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
マ
ウ
ス
の
操
作
か
ら

始
ま
り
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
年
賀

状
や
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
参
加
者
は
自
分
で
作
る
楽

し
さ
を
実
感
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

戯
・
さ
ー
句
泉
曙
村
楓
ヰ
呼
人
合
同
催

・
文
代
坤
と
書
少
キ
や
主
監
T
ま

代
書
少
キ
坤
と
与
る

・
虫
葡
公
凰
館
内
鵡

川
・
罫
－
句
公
凰
館
利
用
者

i
つ
り
伺
催

・
ま
代
書
少
キ
坤
を
玖
組

し
ま
代
坤
と
与
る

・
鳥
謄
昔
…
キ
を
ぬ
食
し
て

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
独
樹
と
写
真

附
・
ホ
タ
ル
親
書
統
合

（
茅
ケ
ヰ
言
叫
公
入
館
）

・
絶
己
員
代
参
作
品
史
級

（
最
野
島
白
坤
や
公
入
館
）

（
茅
ヶ
崎
言
叫
公
入
館
）

・
和
様
為
す
館
軋
コ
ン
ク
ー
ル
で

健
吾
曹
重
曹

旧
・
暴
騰
絶
之
ま
代
衝
か
ら

鳥
債
鬼
之
文
代
点
に
長
姉
ま
吏

朋
・
暴
－
句
烏
凍
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

肌
・
鳥
践
公
急
刹
i
川
的
キ
ぬ
食

事
着
河
佐

…
・
公
入
館
注
せ
車
武
合
か
ら

公
九
億
埋
骨
賜
鈍
命
へ
杉
け

冊
i
葺
学
才
か
ら
僕
も
公
入
館
と

し
て
星
影
さ
れ
る

・
烏
偽
公
凰
臆
漁
興
針
虫
皇
女

…
・
教
育
鼻
本
法
札
止

…
・
舶
載
為
す
侶
瀧
つ
、
；
－
ル
で

靂
踵
を
普
重
曹

肋
・
如
桟
点
す
臆
瞳
コ
、
；
－
ル
で

女
優
倉
骨
壷
普

脚
・
和
様
為
す
傭
覿
コ
、
；
－
ル
で

婁
使
古
骨
壷
普

腰
・
キ
ク
キ
蹄
棉
強

・
和
枝
鹿
や
臆
瞳
コ
ン
ク
ー
ル
で

金
島
・
ア
イ
デ
ィ
ア
骨
壷
普

闇
・
点
鼠
番
兵
食
わ
扶
養
や
公
凰
僧

の
つ
ど
い
で
書
信
の
取
り
組
ふ
」

を
テ
ー
マ
に
蚤
患

・
軸
僕
為
す
超
軋
コ
ン
ク
ー
ル
で

奇
々
骨
重
曹
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これからの事業案内

成人講座
今だからこそ、輝く自分を取り戻そう／

”いきいきと告きて71くだめのヒント”

カ労つかるよう御中です

日時　3月13日（土）・3月27日（士）／予定

対象　おおむね20歳以上の方

詳細は地或l育栃紙やHR Fa（血X）kを

ご覧ください

この鰭の轟芽
しめなわづくり講習会　12月6日旧）　　　海洋実験　12月13日旧）

麻溝地区卓球大会　　　　2月21日（日）　　※状況によっては変更・中止になる事業もあります

仰〆例働膨／／㈱桝柳柳似併例榊州側肋柳柳／／”／例仙郷舶

鶴野金管⑨鳳率飽念
創立70周年記念は、新型コロナウイル
ス感染症対応のため集って祝うことが

できない状況にあります。しかし、こ
のような中でも公民館活動を振り返る

特集が組まれ、また歴代館長のお祝い
の言葉も寄せられています。来たる12月

21日（月）は、70回目の記念日です。

鹿納　　0伺キを‰て
暴川代館長　内心春孝

早いもので退任して9年近くの歳月が経ちました。
在任中における一番の想い出は、

溝公民館が「最優秀賞」や「企画・
アイディア賞」を獲得したことです。当時
広報委員の現館長や中嶋ミサさんが中心と
なって活動してくれましたが、その流れを
汲んで今でも同様の賞に輝いていることを

大変誇りに思っています。麻溝公民館の今

後益々の発展をお祈りいたします。

相模原市館報コンクールで麻

，
加
職
長
や
臆
瀧
コ
ン
ク
ー
ル
で

レ
イ
ア
ウ
ト
質
重
曹

肌
　
鳥
偽
公
丸
超
絶
興
針
亀
川
キ
句
の

見

Å

し

・
臨
叶
、
島
内
ヰ
か
ら
の
楓
皐

「
彗
星
主
翠
玉
芸
古
き

「
輯
應
す
す
央
公
凰
僻
」

「
手
稲
や
公
凰
臆
斌
i
L

「
冬
三
言
毎
号
霊
還
し

・
暴
徒
5
2
号
紘
掲
工
事
に
お
け
る

神
す
弁
鵡
暴
食

・
鳥
鎌
手
与
．
7
1
リ
セ
ン
タ
ー
・
公
入

館
の
杉
お
に
條
る
染
鼠
検
分
呑
泉

谷
温
五

・
軸
躾
る
す
傭
瀧
コ
ン
ク
ー
ル
で

金
島
・
ア
イ
デ
ィ
ア
骨
壷
普

脚
　
恵
孟
蓋
至
芸
ラ
主
イ
7

サ
ー
ク
ル
ポ
ウ
ィ
ン
ド
が
和
枝
鹿

や
公
凰
僻
の
つ
ど
い
で
「
易
い
カ

と
共
に
チ
ビ
も
た
ち
の
健
や
か
牛

馬
最
を
頑
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
界
患

闇

　

葦

北

董

ラ

主

イ

ア

サ
ー
ク
ル
ポ
ウ
ィ
ン
ド
が
合
図
公

入
館
河
東
亀
谷
・
†
億
藍
や
公
凰

侶
雷
へ
大
公
で
坤
キ
何
機
の
テ
ー
マ

で
昇
患

・
鳥
偽
書
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
・
公
凰

僻
の
移
躯
に
係
る
戎
負
検
分
呑
具

合
が
亨
に
検
針
鼠
与
寸
を
札
虫

・
暴
辟
句
旭
丘
レ
ク
リ
エ
！
ン
ヨ
ン

大
命
、
丸
明
き
鴎
和
裁
慮
主
審
を

玖
温
泉
で
何
催

・
和
様
鹿
す
臆
瞳
コ
ン
ク
ー
ル
で

患
乳
質
重
曹

冊
　
等
公
九
億
連
絡
葺
合
か
ら

葦

北

董

ラ

ン

テ

ィ

ア

サ
ー
ク
ル
ポ
ウ
ィ
ン
ド
患
き
れ
る

・
鳥
偽
書
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ニ
甘
丸

臆
の
筍
お
墜
偽
着
工

「
や
つ
し
⊥
巣
主

脳
　
全
品
コ
、
；
－
ル
で

曇
使
古
骨
壷
膏

丑
川
　
‥
月
ポ
j
d
夕
4
1
2
－
一
号
つ
示
「
∃
」
■
一
一
ノ
ノ
」
ノ
．
一
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瞥IJくモウすぐ私の出番畿t徽

うしの奉
おりこうなアニカ

巌二率攣　なかがわら。ろ′文

一、■h“、ヾ心卜冊、「ノ0ウェイの黒牛」

さとうゆうすけ／絵
乙　「小さい牛追い」

マリー・ハムズン

石井桃子／訳

「毎日、牛まみれ」

牛川いぬお

「見捨てられた牛詩画集」

「おりこうなア二カ」
さく・え：エルサ・ベスコフ
やく：いしいとしこ
発行：福音館書店

ア二カは小さな女の子。でも

自分のことは何でもできるし

おてつだいだってできます。

ある日、牧場からめ牛が

にげだすと…。

スウェーデンの美しい絵本

「ネズミが2ひき」

ジョセフ・Dウ
「こわい、こわい、こわい？」

ラフイク・シャミ
「だいじょうぶだよ、ゾウさん」

ローレンス・フルギ二ヨン

「森のネズミのたんけん隊」

岡野薫子

ねずみの奉

華 ＝■■■ �寧確鱒触■●■’竜蒜蟻だ市γ 

ーあなた態や換言ざ題 額川州ヰれ■う】 F■′Y 

■舞Jb－ 縄払態i諷－羞酎緒l、＿ 

◇
公
民
館
活
動
功
労
者
の
表
彰
（
敬
称
略
）

麻
溝
公
民
館
に
長
き
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
部
　
大
塚
康
弘

体
育
部
　
植
田
英
樹

小
黒
浩
一

鳥
羽
利
雄

吉
田
貞
夫

大
友
浩
司

座
間
哲
彦

中
村
昌
和

○
は
図
書
室

■
は
公
民
館
と
図
書
室

開
室
時
間
1
0
時
～
1
7
時

青
少
年
部
　
高
橋
龍
一

◇
市
政
功
労
表
彰
（
敬
称
略
）

1
1
月
2
0
日
（
金
）
の
市
制
記
念
日
に
け
や
き
会

館
に
お
い
て
、
市
政
の
進
展
、
公
共
の
福
祉

の
増
進
、
文
化
の
向
上
な
ど
に
功
労
が
あ
っ

た
方
々
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
麻
溝

地
区
か
ら
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
活
動
　
馬
嶋
恒
雄

自
治
会
活
動
　
黒
沢
　
浩

農
業
振
興
活
動
　
春
山
秀
男

◇
お
月
見
ち
ょ
う
だ
い

十
五
夜
と
十
三
夜
の
日
に
月
を
勢
で
て
、
子

ど
も
が
近
所
に
お
菓
子
な
ど
を
も
ら
い
に
行

く
お
月
見
ち
ょ
う
だ
い
と
い
う
風
習
が
あ
り

ま
す
。
麻
溝
公
民
館
で
も
、
手
作
り
の
お
供

え
物
を
飾
り
、
十
五
夜
の
1
0
月
1
日
（
木
）
と

十
三
夜
の
1
0
月
2
9
日
（
木
）
に
お
月
見
ち
ょ
う

だ
い
を
行
い
、
小
学
生
以
下
大
勢
の
子
ど
も

達
が
公
民
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

師
走
－
「
師
」
が
忙
し
く
走
り
回

る
と
い
う
の
が
定
説
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今
年

ほ
ど
人
の
移
動
に
関
心
が
集
ま
っ
た

年
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
事
業
実
施

が
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
私
達
は
歩
み
を

止
め
る
こ
と
な
く
公
民
館
の
思
い
を

伝
え
る
た
め
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

・
各
局
公
入
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
洋

用
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨
励
雷
重
曹

・
軸
摸
さ
ず
館
鼠
コ
ン
ク
ー
ル
で

谷
島
・
ア
イ
デ
ィ
ア
膏
重
責

肋
・
舶
載
為
す
魯
公
凰
臆
で
皮
膚
締
導
入

・
事
着
睦
雌
代
委
員
金
員
五

・
軸
職
長
や
傭
瀧
コ
ン
ク
ー
ル
で

ジ
ョ
イ
フ
ル
雷
重
曹

・
筍
水
墨
機
先
丁

・
輯
館
常
夫
線
内
佐

田
・
百
雷
て
サ
ポ
ー
ト
呑

具
合
萄
負

・
帽
侶
脊
り
壊
し
伺
裁

・
合
図
公
魚
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
陸
相
コ
ン
ク
ー

ル
で
踵
吾
骨
壷
蕾

・
軸
躾
る
千
僧
瀧
コ
ン

ク
ー
ル
で
冬
鳥
・
ア

イ
デ
ィ
ア
膏
重
曹

・
産
地
己
毒
大
食
を
ス
タ
ー
ト
に

私
刑
主
用
用
キ
剋
食
事
青
を
円
通

鮎
・
や
す
公
赫
員
汲
札
止

・
輯
塵
i
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
慮
豊
超

人
を
桑
け
4
月
7
8
各
局
に
繁
急

事
赴
き
官
界
冬
、
5
月
裏
8
壷
主

事
払
号
音
蹄
玲

・
董
公
入
館
3
月
2
8
か
ら

‘
月
川
a
i
で
珠
館

・
‘
月
2
8
呵
曾
官
■
曙
サ
ー
ビ
ス

島
内

・
7
月
け
8
村
金
叫
書
式
ア
ラ
ー
ト

輿
勧

・
9
月
よ
り
軸
躾
る
す
魯
公
丸
傭
失

染
可
級
を
事
書
か
ら
風
向

あ
さ
み
ぞ
公
儀
能


